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PDCAサイクルでの実践 

 

Do 
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１ キャリア教育の育成する力と教科・領域をつなぐ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キャリア教育を意識した 探究的な学習に向かう学びの型 （ 授業スタンダード ） 

赤枠・塗りつぶし部分 … 中学校区における重点的な取組  
 
参考文献； 「主体性を育む学びの型」木村明憲（さくら社） 
      「個別最適な学び・協働的な学びの考え方・進め方」加藤浩次（黎明書房） 
      「2040教育のミライ」礒津政明（実務教育出版） 
      「今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開（小学校編）」（令和３年３月）（文部科学省） 

探
究
的
な
学
習 

プロセス 
見通す（課題設定） 実行する 見つめる 

（振り返る） 問い 目標 計画 情報収集 整理・分析 まとめ・表現 

身に付けさせたい
スキル 

想 起 
比 較 

分 類 
焦点化 

順序立て  
見通し 

比    較 
具 体 化 
関 連 付 け 

 
 

理由・根拠の

明確化 

比    較 
 

関 連 付 け 

分    類 
多面的・多角的 
理由・根拠の 

明確化 

構造化・一般化 
要  約 
価値付け 

発  信 

評 価 
変 容 
改 善 

適 用 

キ
ャ
リ
ア
教
育 

育成する力 身に付けたいスキル 

見つめる力 
 

自己理解能力 
自己管理能力 

 
自己の思考や感情を律する 
前向きに考える 

自分の成長を感じる 
目指したい姿をもつ 

関わる力 
 

人間関係形成能力 
社会形成能力 

 

相手を受け止める（認め合う） 
コミュニケーション 
他者に働きかける 

（助け合い ・ 励まし合い ・ 支え合い ・ 協力） 

 

見通す力 
 

キャリアプランニ
ング能力 

逆 算 的 思 考 

いつどこで何をどのように 
生活や学習と仕事との関連付け  
課題（問い）を見付ける 

行動と改善 

学ぶことの意義や 
役割の理解 

働くことの意義や 

役割の理解 
将来設計 

やりぬく力 
 

課題対応能力 
 計画を見直しながら、自分の力で最後まで解決する  

 

キャリア教育の育成する力と教科・領域で育む

資質・能力を、どのように考えるとよいですか？ 

○ キャリア教育と教科・領域をどのようにつなぐとよいかがわかりにくか 
ったので、キャリア教育を教科・領域の単元全体でどのように捉えるとよ
いかを、表に整理してみました。単元の導入・展開・終末の三段階におい
て、教科・領域で身に付けさせたいスキルと、キャリア教育で身に付けさ
せたいスキルをそれぞれ整理し、これを授業スタンダードとして中学校区
で共有化を図りました。 
これにより、小学校でも中学校でも、どの教科・領域においても、単元

全体でキャリア教育を考えることができ、みんなで取り組みやすくなりま
した。 
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導 

入 

個別の問い・学習内容（時数） 指導・支援の工夫 
評価の観点 ○○する力を 

付けるために 評価方法 
知 思 態 

 
 

（1） 

・ 

 
  ① 

【学習の目的】 

【学習計画】 

 

観察法 

 

 
展 

開 

 
 
（1） 
 
 
 

 

 

  ①  

 

 

 

 

 
 
（1）  

 

 

①    

 

 

 
（1） 

 

 

 ②  
【出前授業】 

◇◇会社 

 

ま
と
め
・
振
り
返
り 

 
 
（1） 
 

 

 

 

（１）本時 

 

 

 
  ② 

 

 

【見つめる力】 

を評価する。 

 

 

授業の中でキャリア教育をどう考えるとよいですか？ 

○ 単元導入時、児童生徒の問いや驚きなどから課題を設定し、学習のゴールに向けて 

どのように学ぶかの学習計画を立てます。本中学校区では、この学習計画を「自分の

学びを見通す」ための大切な時間と考えています。 

展開時、児童生徒は、地域や人から学んだり友達と考えを交流したりして、自分の

考えや学びを広げたり深めたりします。本中学校区では、この展開時に、「関わる

力」と「やりぬく力」を主に設定し取り組んでいます。 

単元終末時には、振り返りを設定し、児童生徒は、単元全体の「自分の学びを見つ

め」、学ぶことの意義を考えたり、自分の成長を感じたりする時間と考えています。

本中学校区では、振り返ることで、次に目指したい姿がイメージできるので、「見つ

める」ことで「見通す」につながると考えています。 

 

 

 

・考えを対話（音声言語）で広げ、

多面的・多角的に考える。 

・目標を達成できる教材を選択する。 

・違和感や憧れを抱く教材との出会わせ方の工夫 

（あれ？なんで？～できるようになりたい！） 

・ゴールは、目的・相手意識があるか？ 

 

 

 

・個々で見つめ直し、文字言語でアウトプットして 

考えを深める。 

・
育
成
す
る
力
を
付
け
る
た
め
に
、
ど
ん
な

工
夫
を
行
っ
た
か
を
記
入
す
る
。 
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２ 地域・社会と学びをつなぐ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出前授業とは何ですか？ 

○  児童生徒が教科で学んだ知識及び技能などを、出前授業を取り入れるこ 

とによって実社会とつなぎ、仕事での活用法を学び、学習の意義を実感で

きるようにします。また、学校内では体験できない学びを、地域の人材・

企業・団体などと連携を図り、体験やインタビュー、話などを出前授業と

して設定し、児童生徒の学びを広げたり深めたりできるようにします。 

 このように、学校での学びと実社会とつなげることにより、学ぶことや

働くことの意義や役割を理解することにつながると考えます。こうして、

学校・保護者・地域・社会と協力して児童生徒を育てることは、児童生徒

にとって、社会への関心を高めたり社会との関係を学んだりする機会とな

り、将来自立した社会人となるための基盤をつくることができるのではな

いでしょうか。 

 

○  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どの教科・領域で出前授業をするとよいですか？ 

○ どの教科・領域においても出前授業は可能ですが、力を育成するに適し

た単元や教材などがあるため、年間計画を見直して設定することが大切で

す。また、地域や企業・団体のどこと連携を図り、どのように学びをつな

げるかも重要となるので、児童生徒に育成する力と出前授業の目的を共有

し、授業で児童生徒にどのように関わるかを事前打ち合わせをする必要が

あります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学年ごとに取り組んだ実践の記録を残して共有化を図れば、次年度以降に向けて

の共有財産となります。また、協力して頂いた企業や団体などにおいても、人材バ

ンク等を作成し、学校の共有財産として残すことが大切です。この共有財産を、学

校だけでなく、中学校区や市町全体に広めると、市町全体の共有財産へと価値ある

ものへ高まるでしょう。 

 本中学校区で取り組んだ結果、大切だと気付いたことは、児童生徒の学びを、学

校だけでなく、地域や企業、団体などを巻き込んで創ることです。社会全体で児童

生徒を育てることにより、学習の意義を考えたり、社会の多様な人の考えや生き方

や役割に触れて自分を見つめ、自分らしさや自分の生き方について考えたりする機

会が増えていくでしょう。 
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教科の学びの中に、出前授業をどのように取り入れ

るとよいですか？ 

○  出前授業を取り入れる方法には、複数あります。 

その一つとして、教科での学びが、実社会や生活のどんな場面でどのよう 

に活用されているかを実感できるようにつなぐ方法です。下記のように、 

算数科の学びを企業と連携を図ることにより、児童生徒は学習の意義を考

え、学びを深めていきます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  また、生活科や総合的な学習の時間などにおいて、学校の環境により児

童生徒の学習に影響がある場合や、企業の専門的知識を知り学びを深めた

い場合など、教科の学びと実社会や生活とのつなぎ方には様々に考えるこ

とができます。 

第６学年 算数科「拡大図と縮図」出前授業 
 

 児童が教科で学んだ知識及び技能を実

社会とつなぎ、仕事での活用法を学ん

で、学習の意義を考える。 

第 2章  PDCAサイクル ～D～ 

 

 

第１学年 生活科「いきものとなかよし」出前授業 
 

 生き物の生命をテーマに学習を進めるに

は、生命の温もりを実感できる小動物との

触れ合いが必要と考える。そこで、地域や

団体の協力を得て、本物の生き物と触れ合

い、実感を伴った学びにつなげた。 

第５学年 総合的な学習の時間「えたじまんを見つけよう」

出前授業 

人口減少や知名度の低さ等の江田島市が抱える問

題を知り、自分たちに何かできないかと学習を進め

た。その中で、マルシェを開催している企業の方に

学校に来てもらったり、マルシェに出店する複数事

業者に見学に行ったりした。一年間を通してマルシ

ェの企画を学校と共同で行うことで、学びを実社会

と結び付けることができた。 
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企業などに依頼するときの留意点はありますか？ 

○  一番大切なことは、依頼目的を明確にすることです。企業などの受入先にとっては 

実際に児童生徒とどのように関わればよいのか不安や心配を感じることでしょう。そ

こで、何のためにこの学習を考えたのか（目的）、本時のゴールは何か（ねらい）を

明確にし、そのためにどういう関わりをしてほしいか（お願い）を依頼することが、

学びある学習を成功させるカギとなります。 

 

 

 

 

 

 

出前授業を依頼する地域の人や企業・団体と連携を図るために、連携シートを活用し、児童生徒の
学びの目的を明確にして共有化を図りました。 
 ３年目には、さらに「７ お願い（例文）」を付け加えて改善を図ったところ、企業側の児童生徒
との関わり方が具体化され、企業側からご好評をいただくことができました。 
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江田島市では、中学校４校が合同で職場体験活動（キャリア・スタート・ウィー

ク）を実施することを踏まえ、指定２年目から中学校全校で依頼文を統一し、受け入
れ企業へお願いしています。依頼文を統一することにより、「育成する力」が明確に
なり、「生徒との関わり方や生徒への言葉掛け、活動内容等をどのようにすればよい
かがわかりやすくなった。」との声を、受け入れ企業からいただきました。 
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３ カリキュラム・マネジメントで学びをつなぐ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カリキュラム・マネジメントのやり方は、どのように

するとよいですか？ 

○  キャリア教育は、教育活動全体を通して取り組むものですが、本中学 

校区においても、取り組む前はキャリア教育の価値が十分理解されず、 

これまでと同じ取組や実践で終わっていました。 

 しかし、授業だけでなく教育活動全体をキャリア教育における視点で見

直すことが大切だと気付き、これまで教師側から提示していた行事や活動

などに、児童生徒の考えを盛り込むことで、児童生徒の主体性が育ち、キ

ャリア教育の価値を感じることができました。 

  このように、実態を踏まえて育成する力を明確にし、教育活動をキャ

リア教育の視点で見直すことが大切です。あれもこれもと盛り込んだ年

間指導計画ではなく、育成する力を絞り、内容の関連性や系統性を見直

して、つながりを考えることにより、確実に取り組むことができるよう

になります。育成する力を絞って取り組んだとしても、他の育成する力

も関連しているため、同時に育成されていきます。 

研究を進めていく中で、見直し・修正したこと等が 

あれば教えてください。 

○  研究当初は、研究先進校の取組を参考に、全教科・領域・行事等を、 

キャリア教育の視点で年間指導計画を立てていました。しかしながら、 

ただ作成しただけで、常に意識して活用するものにはなりませんでし 

た。 

 そこで、本校区においては、出前授業を行う授業研究においてのみ、 

学びのつながりを考えていきました。重点化を図ることにより、内容 

の関連性や系統性が明確になり、指導者が見通しをもって取り組むこ 

とができるようになりました。 

 労力をかけ過ぎず、実際に使いやすく取り組みやすいものにすること

も大切です。新しい取組は、実際にみんなが使いやすいか、取り組みや

すいかどうかを、いつも意識して進めていきたいものです。 
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（１）切串小学校版 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出
前
授
業
と
大
き
く

関
連
す
る
項
目

 

出
前
授
業
を

考
え
る
単
元

 

出
前
授
業
を
考

え
る
単
元
と
関

連
す
る
教
材
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４ 各教科等における実践例 

（１）切串小学校 

生活科（第 1学年）における授業実践 

 

単元構想計画（全８時間 本時８／８時間目）※キャリア教育の視点は太字・下線・網掛けをする。 

 

 
 

教 科 生活科 

学 年 第 1学年 

単元名 いきものとなかよし ～いきものとなかよくなろう～ 

単元の目標 
○生き物と触れ合い関わる活動を通して、生命の温もりを実感し、

生き物への親しみをもち、大切にしようとすることができる。 

キャリア教育として

本単元で育成する力 
見つめる力（自己理解・自己管理能力） 

育成する力の具体 
❖生き物との関わりを振り返り、生き物への親しみが増したり、生

き物への思いが高まったりした自分の気持ちの変容に気付く。 

キャリア教育の視点 
・地域や団体に協力を得て、学校では体験できない活動を仕組むこ

とは、児童の実感を伴った学びにつながり、学びが生命への畏敬

の念にまで発展できる。 

評
価
規
準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①生き物と関わる活動を通し
て、生き物の温もりを感
じ、生き物は自分たちと同
じように生命をもち、日々
生活していることに気付い
ている。 

①生き物と関わる活動におい
て、生き物の立場に立った
関わり方をしている。 

②生き物と触れ合って感じた
ことや気付いたことを表現
している。 

①生き物と仲よくなりたいと
いう思いや願いをもって計
画を立てている。 

②生き物との関わりを振り返
り、生き物への親しみが増
したり、生き物への思いが
高まったりした自分の気持
ちの変容に気付いている。 

導 

入 

個別の問い・学習内容（時数） 指導・支援の工夫 
評価の観点 見つめる力を 

付けるために 評価方法 
知 思 態 

 
 
 
 
 
 
（１）自分たちの心音を聞

き、地域にいる様々な生
き物と仲よくなる方法な
どの学習計画を立てる。      

（１） 

・心音クイズを行うことで、生 
き物によって心臓の速さや音 
働きに興味をもたせる。 

 
・様々な生き物に対しての仲よ
し度を振り返り、その理由を
交流することにより、やって
みたいことや学習の目的など
今後の方向付けを図る。これ
を「仲よし大作戦」とする。 

 

  ① 
【学習の目的】 

【学習計画】 

 

観察法 

 

 

 

探究課題（単元を貫く問い） 

◎どうやったら生き物と仲よくなれるのかな？ 

どんな生き物の心音かな？ 

どうやったら生き物と仲よく
できるのかな？ 
仲よし大作戦を考えよう。 
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展 

開 

 

 

 

（１）仲よし大作戦スタート！ 

 ・動物愛護教室で、動物への接

し方を学ぶ。    （２） 

・事前にアレルギー調査を行
い、保護者に許可を求めてお
く。また、動物愛護教室や校
内とも事前に連携を図り、ア
レルギー発症についての防止
対策や発症時・発症後の対応
について話し合っておく。 

① ①  

【出前授業】 

県動物愛護セ

ンター 

 

 

観察法 

 
 
（２）気付きを思い出しながら、

絵や言葉を付け足して、アル

バムを作る。    （１） 

 

・一枚に一つの気付きを書くよ
うに伝える。 

 
・みんなで一つのアルバムを作
ることで、ワークシートを類
型化し、共通点から動物ごと
の特徴に気付かせる。 

 ②   

観察法 

ワ ー ク

シート 

絵日記 

 
 
 
 
 

（３）地域の「ポーク＆チキン江

田島」で飼育している動物へ

の接し方を学ぶ。  （２） 

・事前に、連携シートにて、育 
成する力や学習の目的、連携 
事項などの打ち合わせを行っ 
ておく。 

 
・個の気付きや行動を全体に広
めて共感したり多様な考えを
引き出したりして気付きを深
めさせる。 

① ①  
【出前授業】 

ポーク＆チキ

ン 
観察法 

 

 
（４）気付きを思い出しながら、

絵や言葉を付け足して、ア

ルバムを作る。  （１） 

・一枚に一つの気付きを書くよ
うに伝える。 

 
・みんなで一つのアルバムを作
ることで、ワークシートを類
型化し、共通点から動物ごと
の特徴に気付かせる。 

 ②   

観察法 

ワ ー ク

シート 

絵日記 

ま
と
め
・
振
り
返
り 

 
 
 

（１）ぼく・わたしの「とってお

き」を伝える。 （１）本時 

・単元導入時の生き物への仲よ
し度を活用し、学習前後の変
容を振り返られるようにす
る。 

  ② 
【見つめる力】

を評価する。 

 

観察法 

振 り 返

り 

生き物と仲よくする方法は何
だろう？ 

生き物は、どんなことが
好きなのかな？ 
どんなものを食べている

のかな？ 

「仲よしアルバム」を作ろう。 

自分が成長したことは何
かな？ 

「仲よしアルバム」を作ろ
う 

単元導入時に子供たちが
考えた仲よしの基準。これ
を学習の目的とし、学習を
進めた。 
 

出前授業で、直接生
き物と触れ合うことに
より、生き物の温もり
や特徴に気付き、生き
物の気持ちや生命を実
感することができた。 
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本時の展開 

（１）目標（育成する力） 

本時の
目標 

【学】〇「ぼく・わたしのとっておきの☆☆」を伝え合うことを通して、生
き物に親しみをもち、生き物を大切にしようとすることができる。               

（見つめる力） 

（２）本時の授業過程 

学習活動 指導上の留意点（◇） 評価規準（○）と（評価方法） 

導
入
２
分 

１ めあてと学習の
進 め 方 を 確 認 す
る。 

◇学習計画の掲示物を使って、本時
の学習内容と進め方を確認する。 

 

展
開
２
０
分 

２ 自分が選んだと
っておきの☆☆を
発表する。 

 

 ・動物愛護センター 

 ・ポーク＆チキン 

江田島 

◇友達の発表後には、質問や感想な
どを伝え合う。 

◇教師は、とっておきの理由を聞い
たり、活動中のエピソードから全
体に広めたり個に再確認して自覚
させたりしたいことなどを引き出
したりする。 

◇単元導入時に考えた目指したい仲
よしの基準が増えたかを振り返
る。 

 

 

 

 

終
末
２
３
分 

３ 学びの振り返り
をする。 

◇単元導入に書いたアンケートを振
り返り、自分の成長を、学習の前
後で比べて書くことができるよう
にする。また、その理由も書くよ
うに言葉掛けをする。 

◇時間があれば、児童に自分の学び
を発表させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

めあて ぼく・わたしのとっておきの☆☆をつたえて、まなびをふりかえろう。 

(キャリア教育の視点) 
【学－②】 
〇生き物との関わりを振
り返り、生き物への親
しみが増したり、生き
物への思いが高まった
りした自分の気持ちの
変容に気付いている。 
（観察法・振り返り） 

本時の授業風景 

 

 

 

仲よしアルバム 

学習後に児童が追加した仲よし 
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授業ワークシートから見取った、育成する力に係る児童の成長の様子 
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児童の振り返りシート 
  
  生き物と仲よしに
なった根拠を尋ねる
と、学習前の自分と
比較し、自分ができ
るようになった成長
ぶりを実感してい
た。 

児童の振り返りシート 
  
  生き物の気持ちが
わかるようになった
コツを尋ねると、児
童は「目を見たらわ
かる。」と答えた。 
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（２）江田島小学校 
社会科（第４学年）における授業実践 

 
 
 

教科の評価基準 
主体的に学習に取り組む態度 
○県内の伝統や文化、先人の働きについ

て、①主体的に問題解決しようとした

り、②よりよい社会を考え学習したこ

とを社会生活に生かそうとしたりして

いる。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 科 社会科 

学 年 第４学年 

単元名 郷土の伝統・文化と先人たち～宇品港の築港 千田 貞暁～ 

単元の目標 

○ 県内の先人の働きについて、見学・調査したり地図などの資料で調 
べたりして、年表などにまとめ、表現することを通して、地域の発展 
に尽くした先人は、さまざまな苦心や努力により生活の向上に貢献し
たことを理解できるようにするとともに、主体的に学習の問題を追
究・解決しようとする態度を養う。 

キャリア教育として

本単元で育成する力 
見通す力（キャリア・プランニング能力） 

育成する力の具体 ❖学習計画を立て、主体的に学習を進めることができる。  

キャリア教育の視点（見通す力） 
①単元導入時、問いを言語化することに
よって、問いがもっている意味を理解
し、問いを調べる方法や問いの順序を
整理する。整理された問いは学習計画
となり、主体的な問題解決につなが
る。 

②広島港湾整備事務所による出前授業を
取り入れることで、港と社会生活との
つながりに実感をもち、よりよい社会
について考える。 

問いを分類して、学習課題をつくりま

した。 

学習課題から学習計画を立てること

で、学びを見通すことができました。 

 

実際に港に行って、港の大切さ

を実感しました。 

広島港湾整備局のみなさんに、学習した

ことをプレゼン形式で発表しました。 

班ごとに講評をもらうことで、学びを価

値付けてもらいました。 

 身の回りのほとんどのものは 

船で運ばれているんだね！ 

キャリア教育においても、大事な部分になります！ 
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学習指導計画（本時１時間目／全１３時間） 

※○「評定に用いる評価」、●「学習改善につなげる評価」とする。 

次 学習内容（時数） 
評価の観点 付けたい 

資質・能力 評価方法 
知 思 態 

１ ・昔と今の宇品港の地図を見比べて、気付いた 
ことを話し合い、なぜ千田貞暁は宇品港を築 
港したのか予想を立てる。 

・人々の願いと地形の特徴を基に、問いを考え
る。学習問題を基に学習計画を立てる。            

              【本時】（２） 

  ● 【見通す力】 

行動観察 

ジャム
ボード 

２ ・千田貞暁は、どのようにして、宇品港を築港
しようとしたのか年表やイラストを基に調べ
人物年表にまとめる。     （２）             

●     

・宇品港築港の際、海苔・牡蠣・アサリの養殖 
に携わる住民達の反対運動があったことにつ
いてリーフレットや年表を基に調べ、人物年
表にまとめる。        （２）          

●     

・災害や漏水、労費、資材の値上がりや、人材
不足に悩まされながらも、貞暁は私財を投入
して宇品港を完成させたことを年表や写真を
基に調べ、人物年表にまとめる。 

・人々の生活の変化を調べ、年表にまとめる。 
                  （２） 

○ ○   

行動観察 

ワーク
シート 

・広島港湾整備局の方に、インタビューをす
る。 

・ 実際 に港 に行き 、港 の役 割を 知る。          
（２） 

  ○  

行動観察 

ワーク
シート 

３ ・千田貞暁の事業について振り返り、学習した
ことをまとめ、発表する。     （３）                     ○ 【見通す力】 

振り返り 

発表 

※第２次の学習計画は、グループごとに子供たちが作成する。 

 

本時の展開 

（１）本時の指導過程 

学習活動 指導上の留意点（◇） 
評価規準（○）と（評価方

法） 

導
入
５
分 

１ 築港前の宇品の地図

と、築港後の宇品の地

図を比較し、なぜ陸地

が増えたのか予想を立

てる。 

◇誰が何のために陸地を増やしたの

だろうという興味をもたせる。 

◇学級の子供たちにとって生活の中

で宇品港が欠かせないこと、広島

の経済を支える働きをしているこ

とを示すことで、宇品港のありが

たさを感じさせ、学びに興味をも

たせる。 
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